
- 29 - 

 

 

 

うｊ 

 

 

１ 単元について 

 

【単元観】 
 四季が丘は，山林を宅地造成して開発されたニュータウンである。四季が丘公園（ポポロの森）の満開の桜やブールバール通りの爽

やかな新緑，街一帯の欅並木の紅葉，真っ白な雪景色など，街の名の通り四季折々の自然の姿の魅力を感じることができる。 

地理的には，海岸からせり上がった標高６０～１４０ｍほどの丘陵に位置している。宅地造成以前は一面の山林であったため，地質

は花崗岩主体でもろく，土砂災害の危険性が高い。そのため，万が一の自然災害に備え，まちを守るために砂防堰堤やハザードマップ

などの対策が講じられている。また，ハード対策だけでなく地域の防災の取組であるソフト対策も充実しており，平成１６年に四季が

丘地区自主防災連絡協議会が発足し，防災マップの作成や全町内会での防災訓練，大学教授による防災講演会など，自主防災活動が継

続的に実施されている。３年前からは市と連携し，「チャレンジぼうさい in 四季が丘」を立ち上げ，「災害」・「まち」・「ひと」を知るこ

とが『防災』に繋がることを伝え，地区住民の防災意識の底上げに取り組んでいる。丁目ごとの防災訓練では，防災意識を高めるだけ

ではなく,人と人とのかかわりにつながる活動も積極的に行われている。また，「人と人をつなげる」地域の活動は，防災に関する活動

だけでなく，学校支援ボランティア（四季っ子応援団）や見守り隊など，「地域で子どもを育てたい。」という思いを大切に，様々な行

事や活動が計画されている。 

人口構成については，まちの老年人口が年少人口を超え，２０年後の老年人口の割合は全体の４割になるということが予想されてい

る。１９８７年の分譲開始から数年は人口増加が見られ，１０年後の１９９７年頃の本校児童数は１０００人に届く勢いがあった。し

かし,その後，減少を続けており，現在は３０７人となっている。 

本単元は，自分たちの住んでいる地域が，少子高齢化問題をかかえているという課題に気付き，四季が丘の明るい未来を描き，四季

が丘を元気にするために，地域の担い手としての自分について認識していくことができる活動として適している。 

地域の人々の願いや考え,地域のために続けている取組について知ることで「人のつながり」の重要性を認識し, その観点から地域の

理想とする未来を描き，豊かな町の実現に向けて一歩を踏み出す意欲を培い，積極的に行動しようとする態度を育てることをねらいと

して設定した。 

【児童観】 

児童は，地域に起こり得る災害（土砂災害）について前学年で

調べ，災害からくらしを守るための取組についてまとめる活動を

行った。 

今年度はこれまでに，土砂災害以外の災害時の対処と行動につ

いて学習した。いざというとき，地域の人たちと協力し，みんな

で行動を起こすことや，日頃から「人とのつながり」を意識し，

つながっていることの大切さに気付くことができた。また，地域

の有志で立ち上げた「四季が丘プロジェクトＥ」の方々に，防災

キャンプについての話を聞く活動を通して，災害が起きたときに

大切なことは，自分の命は自分で守る（自助），地域の人々と助

け合う（共助）ということだと学ぶことができた。 

単元に入る前に児童アンケートを実施したところ，「今住んで

いる地域の行事に参加していますか」では，ビンゴ大会や屋台の

ある「夏祭り」はもちろん，町内掃除への関心も高く，ほぼ全員

が参加したことがあると答えている。これは，昨年度の６年生の

取組から「町内掃除」があることを知り，それをきっかけに参加

したためと考えられる。しかし，「町のために」「地域のために」

を意識して活動している児童は少なく，積極的に動こうとする姿

勢や態度は弱い。 

「四季が丘のまちのよいところ・自慢できること」では，「自

然に囲まれている」「雑草がなく，ゴミも落ちていない」など「町

がきれい」と答えている児童が多い。また，「人々の交流が盛ん」

「近所でふれあいがある」など，「人々のつながり」を挙げてい

る児童も多い。しかし，具体的な取組や，どんな思いで行ってい

るか，地域の人々との絆を強めるために自分たちができることに

ついて考えている児童は少ない。 

７月と１０月に行った資質・能力に関わるアンケート結果で

は，思考力・判断力についての肯定的評価が６９％から８０％と

向上が見られた。「整理・分析」の場面で積極的に思考ツールを

活用し，友達と関わりながら収集した情報を可視化・操作化しな

がら比較・検討する活動を多く取り入れた結果だととらえてい

る。 

【指導観】 

単元構想では，「課題の設定」の場面で，「人・もの・こと」の視

点で四季が丘のよいところを交流した後，本校児童数の推移の表や

人口ピラミッドを提示し，今日的課題である少子高齢化という現状

を知ることで，大好きな我がまちの未来存続について危機感を持た

せ，一人ひとりにしっかり課題意識をもたせる。 

「情報の収集」の場面では，中学校と連携した防災教室での学び

を振り返ったり，地域の高齢者からまちづくりについての思いを聞

いたりすることで，地域の活動に関わっていくことやその活動を引

き継いでいくことの必要性に気付かせる。地域の人々とのつながり

をつくるための取組や内容についてはインタビューを行い，町内清

掃や防災活動等のさまざまな情報を収集できるようにする。 

「整理・分析」の場面では，自分たちにできそうな取組をバック

キャスティングをもとに企画書を作成する。作成にあたっては，Ｘ

チャートや座標軸などの思考ツールを作って，情報の弱いものや関

連の薄いものは整理し，効果的な情報に絞らせたい。その情報を構

成して交流し合うことを通して，意図が明確で分かりやすい提案に

つなげていく。企画の内容については，廿日市市分権政策部シティ

プロモーション室と連携し，提案へ向けて魅力あるまちづくりとい

う視点からアドバイスをいただき，後の学習につなげていくように

する。昨年度の６年生の取組に関連付けながら，中学校との連携も

視野に入れた企画となるよう方向付けたい。 

本単元は，国語科の「町の未来をえがこう」の学習と関連づけな

がら学習を進め，児童に地域のコミュニティデザインの考え方への

理解を促す。また，１学期の国語科の「新聞の投書を読んで意見を

書こう」の学習から身に付けた「説得の工夫」を生かし，地域の人々

と共に行動していくための発信として，聞き手が納得する説得の工

夫を取り入れた提案をめざす。 

本単元の学びを通じて，自分たちの住んでいる地域に誇りや夢が

もてるようにし，まちの未来への展望や，自分自身の将来のビジョ

ンについて考えさせていき，本校の教育目標「夢や志をもってチャ

レンジするたくましい児童の育成」を図りたい。 

 

 

総合的な学習の時間 第６学年 廿日市市立四季が丘小学校 授業者 城子 和美 

   

 

 

 

単

元

名 

課題発見力  思考力・判断力・表現力  主体性  自己肯定感 

四季が丘未来づくりプロジェクト～ふるさとのために私たちにできること～      

本単元で育成する資質・能力  
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２ 単元の目標 

   

自分たちの地域の課題を見つけ，地域の取組や地域の方々の願いや考えから，地域の一員として，自

分たちにできることを思考・判断・発信することを通して，豊かな未来の担い手として「人と人をつな

げる」活動を実現しようとする態度を育てる。 

 

３ 単元の評価規準 

 

スキル 
学習 

方法 

課題 

発見力 

① まちづくりに関わる人々とその人々の思いや取組に触れることを通

して課題を発見する。 

② 「地域の人々のつながりを強くするために，自分たちにできること」

を考え，発信する」という課題を発見する。 

思考力 

① グラフ，表，カード等を活用して，まちのコミュニティなどさまざ

まな情報を比較，分類，関連づけて考えることができている。 

② 見通しをもって，地域の行事や参加状況などの調査活動や情報収集

についての計画を立てている。 

③ 「地域の人々のつながりを強くするために，自分たちにできること」

を発信する目的や伝える相手に合った内容にしようと思考すること

ができている。 

判断力 

① まちづくりに関わる人々とその人々の思いや取組について調べたこ

とやゲストティーチャーの話，アンケート結果などから得た情報か

ら必要なものを判断している。 

② 「地域の人々のつながりを強くするために，何ができるのか」とい

う視点で事実や根拠をもとに自分の考えを結論づけている。 

表現力 

① 調べたことやゲストティーチャーの話，アンケート結果などから得

た情報をもとに，相手や目的に応じて地域の人々のつながりを強く

するために伝えたいことをまとめている。 

② 資料を効果的に活用しながら，「地域のつながりを強くするために，

自分たちにできること」を企画書に整理し，表現している。 

意欲 

態度 

自分 

自身 
主体性 

① 「地域の人々のつながりを強くするために，自分たちにできること」

について考えたことを積極的に伝えたり，他者の異なる意見を受け

止めたりしている。 

② アドバイスを受けて，人々のつながりを強くするための取組につい

て，新しい視点から情報収集をしたり，発信するための表現活動に

取り組んだりしている。 

価値観 

倫理観 

他者

や 

社会 

自己 

肯定感 

① 学習を振り返り，自分の学習へ向かう姿勢を肯定的に捉えることが

できている。 

② 学習を振り返り，自分の生活を見つめたり，生活に生かしたりしよ

うとしている。 
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４ 指導と評価の計画（全３０時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
■このままでは，四季が丘は高
齢化が進み，四季が丘の良さ
となっている行事がなくなっ
てしまうという声を出させ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■９月１３日の中学生との防災

教室を振り返り，自分たちが

中心となってできる行動があ

ったことを想起させる。 

 

 

 

 

 

■放課後を利用して，地域の人

へのインタビューを行う。 

 

 

 

 

 

■思考ツール（Ｘチャートシー

ト）を使って町の様子，行事，

防災・防犯，コミュニティの情

報を整理させる。 

 

 

地域の活動に関わっているのは，高齢者が
多いことに気付き，自分たちの親世代や自
分たちが引き継いでいく必要性があると感
じ始める。 

○地域をよりよくするための行事は，楽し
いものだけではなく，生活や防災に関わ
るものもあるんだな。 

整理・分析（１）① 

企画や運営についてもっとくわしく知り
たいという思いがさらに高まってくる。 

情報の収集（１）① 

○児童数が激減している。 
○若い人が少なく，お年寄りが多い。 
○このままでは，四季が丘小がなくなって
しまう。 

四季が丘の未来をえがき，自分たちができることについて考えよう。 

四季が丘の魅力や，行わ
れている取組について調
べたことを交流し，整理
する。 

少子高齢化に気付き，今の現状に危機感をも
ち始める。 

課題への意識が高まってくる。 

○町内会長さんに，町内清掃について聞い
てみよう。 

○陽だまりポポロでは，どんな活動を行っ
ているか調べてみよう。 

 

課題の設定（１） 

四季小の児童数の推移
や，四季が丘の人口ピラ
ミッドから課題を見つけ
る。 

地域の高齢者に話を聞
く。 

○四季が丘にはたくさんの行事があるが，
携わっているのは地域のお年寄りが多
い。 

○美化に力を入れ，きれいな街づくりを目
指している。 

 

○誰に何を聞こうかな。 
○まずは，家族に四季が丘で行われている
行事について聞いてみよう。 

 
 

四季が丘の現状について，自分たちで調べ
たいという意欲が高まる。 

四季が丘の魅力や現状，
行われている取組につい
ての情報を集める。 

情報収集のための計画を
立てる。 

【家庭科】「あなたは家庭や
地域の宝物」の学習活動と
の関連 
 

【国語科】「町の未来をえが
こう」の学習活動との関連 
 

【道徳】「地震で学んだこ
と」の学習活動との関連 
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■「より必要なもの」という序列

化で視点を絞り込む。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地域の魅力を伝える取組や内

容についての自分の考えを積

極的に伝えたり，他者の異な

る意見を受け止めたりさせ

る。 

 

■学習を振り返って改善点を見

つけ，自分たちに足りなかっ

た視点に気づかせる。 

 

 

 

まとめ・創造・表現（１） 

情報収集（１）② 

さらに人々のつながりを
つくるための取組や内容
についての情報を集め
る。 

○自分たちが地域の人，これから住む人に発
信したい内容を決めよう。 

 
 

自分たちでにできそうなことがはっきりし
てくる。 

人々のつながりをつくる
ための取組や内容につい
て収集した情報を比較・
分類する。 

○四季が丘で行われている防災活動につい
ての取組を知ってもらいたい。 

○町内そうじは毎月あるので，もっと多く
の人に知ってもらい参加してほしい。 

○行事をもっと盛り上げていきたいな。 

座標軸を使い，情報発信の必要性が高いも
のに気付き，発信していきたいという思い
がさらに高まってくる。 

整理分析（１）② 

人々のつながりをつくる
ための取組や内容につい
て整理した情報のまとめ
る。 

○ぼくたちのグループは，とんどの参加者
を増やすために，ポスターで呼びかけた
いな。 

○ぼくたちができるお手伝いはないかな。 
○新しいイベントを企画したいな。 
 

調べたことを伝え，地域の人へ広げたいと
いう思いが高まってくる。 

地域のために自分たちが
できることを提案資料に
まとめ，紹介する。 

○とんどの参加者を増やすために，おもち
を丸める手伝いをしよう。 

○他のグループはどんな企画を考えている
かな。 

○町内清掃は，たくさんのグループが紹介
しているから大切なんだね。 

 

交流し合うことで，思いが高まる。 

ゲストティーチャーに
自分たちが考えた取組
を発表し，改善点を考え
る。     （本時） 

○「だれに」「何を」「どのように」をはっき
りとさせる必要があるね。 

○「自分たちで」できるものを考えないとい
けないね。 

相手や目的を意識し，地域のためにできる
取組を実践したいという思いが高まってく
る。 

【国語科】「新聞の投書を読
んで意見を書こう」の学習
活動との関連 
 

【国語科】「町の未来をえが
こう」の学習活動との関連 
バックキャスティング 
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情報収集（２） 

まとめ・創造・表現（２） 

整理・分析（２） 

作り直す資料に必要な情
報を集める。 

○「○○○」について必要な情報を集めな
いといけないな。 

○実際に参加した人にインタビューをして
みよう。 

 

必要な情報を考え，情報収集している。 

改善点から，地域の人々
のつながりを深めるため
にできることを考え，取
組内容や資料の作り方
や，作成した資料を発信
する方法を考える。 

○今いる人に向けて発信する必要がある
な。 

○ポスターよりも，自分たちの言葉で呼び
かけるほうが伝わりそうだな。 

課題設定（２） 

発信のための効果的な方
法について考える。 

○授業参観の時に，おうちの人へ伝えよう。 
○朝会で，全校児童に伝えよう。 
○地域の人には，回覧板で伝えよう。 

効果的な発信の仕方について考え，伝えた
いという思いがさらに高まる。 

地域をよりよくするため
の取組が相手によく伝わ
るちらしに作り直す。 

○相手を説得させるために，具体的な数値
を使って書こう。 

○実際に参加した人の言葉を入れて，説得
力をもたせよう。 

相手を意識し，よりわかりやすいものを作
ろうとする思いが高まってくる。 

発表の練習をする。 ○自分たちの発表を聞いて，四季が丘に関
心をもってくれる人が増えたらいいな。 

○自分たちが発信したことによって，地域
の人々のつながりが深まるといいな。 

意図を明確に伝えるために，資料を効果的に活用して発信しよう。 

【国語科】「新聞の投書を読
んで意見を書こう」の学習
活動との関連 
 

【国語科】「新聞の投書を読
んで意見を書こう」の学習
活動との関連 
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学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地域の活性化のためには，人

と人とのつながりが大切だと

いうことを確認させる。 

 

 

 

 

実行 

クラスで作り直した資料
や発表を交流し，改善点
を交流する。 

○具体的に示す必要があるね。 
○自分の経験を語っていたから説得力があ
るね。 

 

限られた紙面や，時間の中で，より伝えた
い内容を考えようとする。 

資料の清書をし，アドバ
イスにそって発表の練習
をする。 

○多くの人に伝わるように，声の大きさを意
識しよう。 

○自分たちの発信で，多くの人が関心をもっ
てくれればいいな。 

アドバイスをもとに清書することで，より
伝えたい思いが高まる。 

他学年に作り直した資料
を発表したり，地域にち
らしを配布したりする。 

○うまく伝わったかな。 
○自分たちの発表を聞いて，（清掃）活動に
参加してくれる人が増えればいいな。 

 

地域や四季小の人と一緒に活動したいとい
う思いが高まる。 

活動全体を振り返り，中
学生になってできること
やしたいことを考える。 

○中学生になっても，地域のために，自分
たちができることを続けていきたい。 

○地域の一員として，四季が丘の人々のつ
ながりを深める活動を続けていきたい。 

地域の人々の願いや考えを大切にし，その
実現に向けて自分たちができることを続け
ていこうとする思いが高まる。 

振り返り 
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５ 本時の目標  

 

 

 

６ 本時の展開 

 学習活動（時間） 
◇指導上の留意点 ・予想される児童の反応 

◆主体的な学びを促す教師の手立て 
評価規準（評価方法） 

課

題

の

設

定 

     

 

 

情

報

の

収

集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整

理

・

分

析 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

 

 

振

り

返

り 

 

課

題 

の

設

定 

１ 前時の学習内容を確認する。 

           （３分） 

 

 

 

２ 学習のめあてを確認する。

（２分） 

 

 

 

３ 取組を発表する。（５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 発表を聞いて，アドバイスを

いただく。    （８分） 

 

５ ゲストティーチャーの話か

ら，課題を見出す。（１２分） 

 

 

 

 

６ 考えたことを交流する。 

（１０分） 

 

 

 

 

７ 本時の学習をふり返る。 

（５分） 

◇「思い」や「願い」について，分かったうえで，自分た

ちにできることを考えた経過を振り返る。 

・地域の人々をつなぐために自分たちにできることを考 

ました。 

 

◆廿日市市役所の町づくりのプロからアドバイスがもら

えることを知らせ，意欲をもたせる。 

 

 

 

◆よりよい提案とするためのヒントをもらえる大切な時

間であることを確認する。 

 

・私たちのグループは,四季が丘で行われている行事の１

つである「とんど」について考えました。ゲストティー

チャーの方の話や，地域の人へのインタビューによる

と，とんどを運営する人や参加者が少ないと聞きまし

た。もっと人を増やすために，ビンゴやもちつきが行わ

れていることについてポスターを掲示して呼びかけた

いです。 

 

 

◆アドバイスのポイント（キーワード）を板書する。 

 

 

◇自分たちの提案についての改善点を，アドバイスのポイ

ントにそってグループで話し合わせる。 

◆１グループへのアドバイスは,全てのグループに関わっ

ていることを確認する。 

◆キーワードにそって考えることを意識させる。 

 

・自分たちのグループは，とんどの参加者だけではなく，

運営する人を増やすための方法も考えないといけない

ね。また，呼びかける方法として，公園にポスターを掲

示することにしていたけれど，ポスターだとそれを見る

人が限られてしまうので，「誰に」「何を」「どんな方法」

で伝えるかよく考えないといけないね。 

 

◇振り返りの視点を示すことで，自己の変容に気づけるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

  

 

◇学習が次時につながるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考力】 

・「地域の人々のつなが

りを強くするために，

自分たちにできるこ

と」を発信する目的や

伝える相手に合った

内容にしようと思考

することができてい

る。  （行動観察） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考力】 

・「地域の人々のつなが

りを強くするために，自

分たちにできること」を

発信する目的や伝える

相手に合った内容にし

ようと思考することが

できている。   

（ワークシート） 

 

 

 

○めバックキャスティングから，考えた取組の改善点について考えることができる。 

・自分たちが考えた企画についてゲストティーチャーからアドバイスをいただき，よりよくするための課題を 

見つけ，改善点を考えることができる。 

○ふアドバイスを聞いて，私たち子どもが積極的に町の行事に参加する事で，私たちの

親や大人の参加も増えるということがわかりました。また，今ある財産を残すため

に，１回限りの取組で終わるのではなく，この先，とんどを続けていけるように考

えることが大切だと思いました。自分たちが思い描く未来の四季が丘に近づけるよ

う，自分たちができることをもっとくわしく考えていきたいです。  
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７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰に・何を・ 
どのように 
自分たちで 
継続してできる 

１１／２９（水）        ＜改善点＞ 

 

 ○めバックキャスティングか

ら，考えた取組の改善点

について考えることがで

きる。 

思い描く未来へ向けて いざ実践！ 

今あるものを受けつぐ 

継続 

自分たちでできる 


